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江田島市第８期障害福祉計画・第４期障害児福祉計画の概要 

【１】計画策定の趣旨 

○ 前期計画の期間満了に伴う次期計画の策定 

・ 前期計画の期間満了に伴い、令和９（2027）年度から令和 11（2029）年度までを計画

期間とする「江田島市第８期障害福祉計画・第４期障害児福祉計画」を策定する。 

○ 地域で安心して暮らし続けるための支援体制の整備 

・ 国の基本指針や本市の障害福祉サービス等の利用状況、障害のある人や家族のニーズ

を踏まえ、必要なサービス見込量と確保方策を定め、地域生活を支える体制づくりを

推進する。 

 

【２】本計画の性格 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【３】計画の期間 

〇 令和９（2027）年度から令和 11（2029）年度までの３年間 

〇 年度ごとに取組の点検・評価を実施し、次期計画へ反映 

【４】本計画の法的根拠 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

○ 地域生活支援の充実（相談支援、福祉 〇 理解促進 

サービスの充実、自立・地域定着支援） ○ 権利擁護・差別解消 

○ 療育・保育・教育 ○ 保健・医療（健康づくり） 

○ 雇用・就労支援 〇 社会参加、福祉のまちづくり など 

【 第３次江田島市障害者計画 】 

障害のある人の福祉に関する総合的な計画 

本計画 【 第８期障害福祉計画・第４期障害児福祉計画 】 

障害福祉サービスの事業量や成果目標等を定める計画 

〇 訪問系・日中活動系・居住系サービス見込量 〇 地域生活支援事業の見込量・確保方策 

〇 計画相談支援見込量 〇 障害児通所支援・障害児相談支援見込量 

〇 地域移行支援・地域定着支援見込量 〇 各サービス等の確保方策・・・など 
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第３次江田島市障害者計画 

江田島市第８期障害福祉計画 

本計画 

整合・連携 

江田島市第４期障害児福祉計画 

【根拠法】障害者基本法 

【国】障害者基本計画 

【広島県】障害者プラン 

【根拠法】障害者総合支援法 

【国】障害福祉計画に係る基本指針 

【広島県】障害福祉計画・障害児福祉計画 

【根拠法】児童福祉法 
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【５】アンケート調査の実施概要 

 

調査名称 
江田島市 福祉に関するアンケート調査 

（障害者手帳所持者等アンケート調査） 

調査対象 
市内に住所を有する身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳

の所持者及び福祉サービス利用者、障害児通所支援受給者 

調査方法 郵送による配布・回収、インターネットによる回答 

調査期間 令和７（2025）年 12 月～令和８（2026）年１月 

回答結果 

配布数 1,412 件 

有効回答数 547 件（インターネットによる回答 71 件を含む。） 

有効回答率 38.7％ 

 

調査名称 
江田島市 障害者支援に関する 

事業所調査 

江田島市 障害者支援に関する 

関係団体調査 

調査対象 
江田島市支給決定者利用の県内障害

福祉サービス提供事業所 
市内の障害者関係団体 

調査方法 郵送による配布・回収 
郵送及び電子メール等による 

配布・回収 

調査期間 令和８（2026）年２月～３月 令和８（2026）年２月～３月 

回答結果 

配布数 20 件 

有効回答数 11 件 

有効回答率 55.0％ 

２団体 

 

【６】アンケート調査結果のポイント（要旨） 

１ 障害者手帳所持者等アンケート調査結果 

・ 本人と介助者の高齢化、介助者の健康不安の増加 

・ 自宅生活の継続に向けた医療、外出、相談、経済的支援へのニーズ 

・ 相談支援、就労・社会参加、障害への理解、災害時支援の充実への高いニーズ 

２ 障害者支援に関する事業所調査結果 

・ 医療的ケアや緊急時対応、医療連携に対応できる体制づくりの難しさ 

・ 人材確保・定着、職員・利用者の高齢化、重度化への対応の難しさ 

・ 定員拡大が限られる中、サービス提供体制の維持と運営支援の必要性 

３ 障害者支援に関する関係団体調査結果 

・ 会員・担い手の減少、高齢化による団体活動の維持への不安 

・ 孤立防止、障害理解、合理的配慮、相談窓口の周知の必要性 

・ 親亡き後や緊急時を見据えた生活支援と分野横断の連携の必要性 

 


